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本
市
議
会
は
、
平
成
24
年
９
月
定
例
会
を
９
月
４

日
か
ら
28
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

の
う
ち
、
24
年
度
一
般
会
計
及
び
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
な
ど
２
特
別
会
計
の
補
正
予
算
を
含
む
28
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
23
年
度
奈
良
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
15
件
の
決
算
を
認
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
件
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
市
長
専
決
処
分
な
ど
21
件
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

再
提
出
の
特
殊
勤
務
手
当
改
正
案
が
可
決

　

市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
３
月
定
例
会
で
の
否

決
を
受
け
、
新
た
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
特
殊
勤

務
手
当
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
も
と
に
、
特
殊

勤
務
手
当
を
現
行
の
30
項
目
か
ら
16
項
目
に
整
理
再

編
、
ま
た
手
当
の
額
に
つ
い
て
も
見
直
す
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
激
変
緩
和
措
置
や
運
用
状
況
に
応
じ
た

見
直
し
な
ど
に
一
定
の
評
価
が
で
き
る
と
し
て
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
10
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
経
過
措
置
終
了
後
に
は
特
殊
勤
務
手
当
支
給

額
は
90
％
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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奈良市議会だよりは年４回（２月、５月、８月、11 月）の発行予定です。

議
案
や
質
問
内
容
等
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
さ
ら
に
詳
し
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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新
火
葬
場
候
補
地
が
白
紙
に

新
市
建
設
計
画
の
変
更
は

公
明
党　

伊
藤　
　

剛

問　

奈
良
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
跡
地

に
火
葬
場
を
移
設
す
る
こ
と
に
つ

い
て
白
紙
に
戻
し
、
他
の
候
補
地

の
検
討
を
早
急
に
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
今
後
、
新
市
建
設
計
画
の

変
更
を
行
う
の
か
。

答　

今
後
、
市
内
全
域
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
選
考
し
た
候
補
地
も
含

め
、
新
た
に
候
補
地
を
選
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
平
成
26

年
度
末
ま
で
の
竣
工
は
非
常
に
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
新
火
葬
場
建
設
事
業

に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
の
発

行
可
能
期
間
が
５
年
延
長
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
新
市
建
設
計
画
の
期

間
延
長
も
含
め
た
事
業
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
県
と
も
十
分
協
議
・

調
整
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

市
民
課
窓
口
の
民
間
委
託

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
か

日
本
共
産
党　

西
本　

守
直

問　

市
長
は
、
民
間
で
出
来
る
こ

と
は
民
間
で
と
の
方
針
だ
が
、
市

民
課
の
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
で
、

市
民
の
重
要
な
個
人
情
報
が
守
ら

れ
る
保
障
は
あ
る
の
か
。

答　

市
民
課
の
窓
口
業
務
は
、
高

度
な
業
務
判
断
と
個
人
情
報
保
護

が
強
く
求
め
ら
れ
る
情
報
処
理
業

務
と
認
識
し
て
い
る
。

　

事
業
者
に
つ
い
て
は
、
個
人
情

報
保
護
へ
の
取
り
組
み
に
加
え
、

他
の
自
治
体
で
の
実
績
な
ど
、
厳

し
い
条
件
で
業
者
選
定
を
行
い
、

従
事
者
に
対
し
て
は
業
務
に
限
定

し
た
端
末
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
を

図
る
な
ど
、
個
人
情
報
保
護
に
最

大
限
の
配
慮
を
行
う
。

　

な
お
、
第
三
者
請
求
及
び
Ｄ
Ｖ

被
害
者
な
ど
へ
の
支
援
措
置
の
対

応
は
委
託
せ
ず
、
市
民
課
職
員
が

業
務
を
担
う
こ
と
と
す
る
。

市
長
が
設
置
し
た
審
議
会
等

条
例
設
置
で
な
く
違
法
で
は

政
翔
会　

大
坪　

宏
通

問　

市
長
が
要
綱
・
要
領
に
よ
り

設
置
し
て
い
る
多
く
の
審
議
会
等

は
、
生
駒
市
が
監
査
で
指
摘
さ
れ

た
も
の
と
同
様
、
本
来
条
例
で
設

置
す
べ
き
で
あ
り
、
違
法
と
考
え

る
が
。

答　

市
特
殊
勤
務
手
当
検
討
委
員

会
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
監
視
委
員
会
な

ど
は
、
政
策
意
思
決
定
に
資
す
る

予
備
的
、
前
提
的
な
判
断
材
料
を

供
す
る
た
め
の
私
的
な
諮
問
機
関

に
当
た
り
、
条
例
設
置
の
対
象
と

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

生
駒
市
の
場
合
、
そ
の
該
当
の

審
議
会
に
、
直
ち
に
執
行
機
関
の

意
思
を
形
成
す
る
も
の
が
存
在
し
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
、
指
摘
さ
れ

て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

市
が
設
置
し
て
い
る
委
員
会
に
は
、

そ
れ
に
該
当
す
る
要
素
は
含
ん
で

い
な
い
。

不
納
欠
損
処
理
の
た
め
に

債
権
管
理
条
例
の
制
定
を

民
主
党　

松
村　

和
夫

問　

回
収
努
力
を
し
て
も
回
収
不

能
な
債
権
を
不
納
欠
損
処
理
す
る

た
め
に
、
債
権
管
理
条
例
を
制
定

す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

市
の
債
権
に
は
、
公
法
上
の

債
権
と
私
法
上
の
債
権
が
あ
り
、

前
者
は
時
効
の
援
用
（
※
）
を
要

さ
ず
に
不
納
欠
損
が
可
能
だ
が
、

後
者
は
債
務
者
か
ら
の
時
効
の
援

用
が
な
い
限
り
不
納
欠
損
処
理
が

で
き
ず
、
ま
た
、
議
会
の
議
決
に

よ
る
権
利
放
棄
が
必
要
で
あ
る
。

　

滞
納
家
賃
の
よ
う
に
、
債
務
者

の
死
亡
や
居
所
不
明
な
ど
に
よ
り

回
収
不
能
な
債
権
は
、
早
急
に
不

納
欠
損
処
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

債
権
の
適
切
な
管
理
と
円
滑
な
処

理
の
た
め
、
債
権
管
理
条
例
の
平

成
24
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て

作
業
を
進
め
て
い
る
。

※
時
効
の
援
用
・
・
・
時
効
に
よ

　

り
利
益
を
受
け
る
も
の
が
時
効

　

の
成
立
を
主
張
す
る
こ
と
。

㈱
ま
ち
づ
く
り
奈
良
と

地
域
経
済
の
活
性
化

政
友
会　

上
原　
　

雋

問　

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

と
経
済
循
環
施
策
の
拠
点
と
し
て
、

㈱
ま
ち
づ
く
り
奈
良
が
、
平
成
24

年
10
月
１
日
、「
き
ら
っ
都
・
奈
良
」

を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

市
の
か
か
わ
り
は
。

答　

市
と
㈱
ま
ち
づ
く
り
奈
良
が

協
働
し
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、第
一
歩
と
し
て
24
年
度
は
、

中
心
市
街
地
の
魅
力
あ
る
起
業
家

の
発
掘
や
育
成
を
行
う
起
業
家
支

援
事
業
を
委
託
し
て
い
る
。

　

９
月
10
日
・
11
日
・
12
日
の

本
会
議
で
は
、21
人
の
議
員（
う

ち
代
表
質
問
５
人
）
が
、
白
紙

と
な
っ
た
新
火
葬
場
候
補
地
や

市
民
課
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
・
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
は
、
質
問
と
答
弁
の
要

旨
で
す
。

（
発
言
順
）

そこが知りたい

質疑・一般質問質疑・一般質問質疑・一般質問
Q. A

.Q. A.Q.A.

代
表
質
問

民間委託で個人情報を守れるか（市民課窓口）
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同
社
で
は
、
起
業
に
関
心
の
あ

る
若
者
を
対
象
に
「
な
ら
ビ
ジ
ネ

ス
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
１
回
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
旧
マ
ー
チ
ャ
ン

ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
改
装
し
て
、

「
き
ら
っ
都
・
奈
良
」
の
名
称
で

起
業
家
の
店
舗
等
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
、
経
営
相
談
等
に
よ
る
企
業

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
た
支
援

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

市
防
災
会
議
の
委
員

女
性
の
登
用
状
況
は

公
明
党　

大
橋　

雪
子

問　

平
成
24
年
３
月
議
会
で
市
防

災
会
議
の
委
員
を
45
人
に
増
員
さ

れ
た
が
、
女
性
の
登
用
状
況
は
。

　

ま
た
、
９
月
議
会
で
新
た
な
委

員
の
登
用
が
提
案
さ
れ
た
が
、
女

性
委
員
の
登
用
等
は
。

答　

増
員
し
た
５
人
の
委
員
に
は
、

男
女
共
同
参
画
、
地
域
で
の
防
災

活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
知
識
と

経
験
を
有
す
る
女
性
を
登
用
し
た
。

こ
の
結
果
、
女
性
委
員
の
割
合
は

10
％
を
超
え
、
次
回
委
嘱
時
に
は

25
％
程
度
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
の
市
防
災
会
議
条

例
の
一
部
改
正
は
、
自
主
防
災
組

織
を
構
成
す
る
者
ま
た
は
学
識
経

験
の
あ
る
者
を
追
加
す
る
内
容

で
、
新
た
な
委
員
は
次
回
に
委
嘱

す
る
が
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
に

つ
い
て
は
女
性
の
登
用
を
考
え
て

い
る
。

就
学
援
助
制
度

基
準
の
見
直
し
と
周
知
は

日
本
共
産
党　

井
上　

昌
弘

問　

就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準

は
市
民
税
所
得
割
額
１
万
円
以
下

だ
が
、
生
活
保
護
基
準
に
し
か
相

当
せ
ず
、
こ
れ
を
上
回
る
基
準
で

な
け
れ
ば
政
策
と
し
て
の
意
味
は

な
い
。
基
準
見
直
し
の
用
意
は
。

　

ま
た
、
制
度
の
周
知
は
。

答　

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
等
に

伴
い
、
認
定
基
準
の
見
直
し
が
必

要
で
、
平
成
25
年
度
に
つ
い
て
調

査
検
討
中
で
あ
る
。

　

制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
し

み
ん
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
市
立
小
・
中
学
校
の
児
童

生
徒
へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
付
し
、

市
内
国
立
小
・
中
学
校
に
も
送
付

し
て
周
知
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま

た
、
就
学
援
助
受
給
世
帯
に
次
年

度
の
案
内
を
し
、
申
請
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

市
職
員
物
故
者
慰
霊
祭

継
続
す
る
方
法
は
無
い
の
か

政
翔
会　

植
村　

佳
史

問　

45
年
間
も
継
続
し
て
き
た
職

員
物
故
者
慰
霊
祭
を
廃
止
し
た
が
、

市
で
実
施
す
る
方
法
は
無
い
の
か
。

公
費
ゼ
ロ
で
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
職
員
が
災
害
支
援
で

殉
職
し
て
も
行
わ
な
い
の
か
。

答　

職
員
物
故
者
慰
霊
祭
は
、
昭

和
42
年
に
鍵
田
元
市
長
が
職
員
の

霊
位
を
慰
霊
す
る
た
め
に
始
め
た

も
の
で
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

市
民
の
た
め
努
力
し
て
き
た
元
職

員
・
議
員
・
市
長
に
対
し
敬
意
を

表
す
る
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
日
の
社
会
情
勢
の

中
、
市
の
元
職
員
等
に
限
定
し
て

税
金
を
使
っ
て
慰
霊
祭
を
行
う
こ

と
は
、市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、

時
代
に
合
わ
な
い
と
考
え
、
廃
止

を
決
め
た
。

　

今
後
こ
れ
を
市
直
営
で
行
う
こ

と
は
、
税
の
使
途
と
し
て
不
適
切

で
あ
る
た
め
予
定
し
て
い
な
い
。

要
望
が
増
え
る
駅
前
保
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
は

民
主
党　

階
戸　

幸
一

問　

市
は
県
外
就
業
率
が
高
く
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
が
多
い

の
で
、
駅
前
保
育
の
要
望
が
増
え

る
。
駅
前
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
預

け
、
保
育
所
か
ら
迎
え
に
来
る
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
を
検
討

で
き
な
い
か
。

答　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
利
点

と
し
て
は
、
自
宅
な
ど
か
ら
遠
方

に
あ
る
保
育
所
へ
の
入
所
が
可
能

に
な
る
点
や
、
保
育
所
ま
で
の
送

迎
時
間
が
短
縮
で
き
る
点
も
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
な
る
保
育
所
の
確
保
や
輸
送

の
問
題
な
ど
が
あ
り
、
保
護
者
の

意
識
の
中
に
は
自
分
の
子
ど
も
に

合
っ
た
特
色
の
あ
る
保
育
所
の
み

を
希
望
さ
れ
る
傾
向
も
あ
り
、
入

所
で
き
る
だ
け
で
良
い
と
は
考
え

て
い
な
い
保
護
者
も
多
い
と
い
う

問
題
も
あ
る
。

バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム
を

市
東
部
の
空
白
地
域
に

政
友
会　

東
久
保
耕
也

問　

市
東
部
地
域
も
高
齢
化
や
核

家
族
化
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な

ど
、社
会
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。

　

子
育
て
環
境
の
整
備
が
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

東
部
地
域
に
は
バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム

の
空
白
地
域
が
あ
り
、
早
急
に
設

置
す
べ
き
で
は
。

答　

バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム
は
、
昼
間

保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
に

生
活
や
遊
び
の
場
を
作
り
、
放
課

後
や
学
校
の
長
期
休
業
中
の
児
童

個
人
質
問

10月 1日オープンした「きらっ都・奈良」（もちいどのセンター街）

市長が廃止した市職員物故者慰霊祭（平成22年撮影）
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の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
あ
る
。

　

働
く
こ
と
と
子
育
て
の
両
立
は
、

保
護
者
の
当
然
の
願
い
で
あ
り
、

東
部
地
域
に
も
バ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ム

の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
地
域
の
方
々
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

精
神
障
が
い
者
に
も
適
用
を

無
所
属　

酒
井　

孝
江

問　

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に

よ
り
、
重
度
の
身
体
・
知
的
障
が

い
者
の
医
療
費
は
全
額
助
成
さ
れ

て
い
る
が
、
精
神
障
が
い
者
は
精

神
科
通
院
の
み
の
助
成
で
あ
る
。

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所

持
者
も
助
成
制
度
の
適
用
対
象
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
き
、
精
神
疾
患
に
よ
る
通

院
医
療
費
は
自
己
負
担
を
原
則
１

割
と
し
、
更
に
自
己
負
担
金
を
公

費
負
担
す
る
制
度
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
診
療
は
対
象
外
で
あ
る
。

　

今
後
は
県
下
の
市
町
村
及
び
中

核
市
の
動
向
を
見
極
め
る
と
と
も

に
、
県
の
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
た
い
。

が
ん
検
診
台
帳
シ
ス
テ
ム

整
備
の
進
捗
状
況
は

公
明
党　

高
杉
美
根
子

問　

平
成
23
年
12
月
定
例
会
で
、

が
ん
検
診
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
進
め
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　

平
成
24
年
５
月
に
情
報
シ
ス

テ
ム
最
適
化
計
画
を
策
定
し
、
25

年
度
は
シ
ス
テ
ム
連
携
基
盤
な
ど

の
調
達
を
予
定
し
て
い
る
。
が
ん

検
診
台
帳
シ
ス
テ
ム
等
は
、
シ
ス

テ
ム
の
連
携
部
分
の
重
複
投
資
を

無
く
す
観
点
か
ら
、
26
年
度
に
調

達
の
予
定
で
、
現
在
、
各
業
務
担

当
課
と
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
早

期
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
計
画

で
は
27
年
度
末
の
稼
働
と
し
て
い

る
が
、
で
き
る
限
り
作
業
を
前
倒

し
し
、
が
ん
検
診
台
帳
シ
ス
テ
ム

の
稼
働
を
早
め
て
い
き
た
い
。

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
を

日
本
共
産
党　

松
岡　

克
彦

問　

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
す
る

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
は
、
子

育
て
支
援
と
い
う
面
か
ら
も
必
要

で
は
な
い
か
。

答　

就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
て

保
険
料
の
均
等
割
を
免
除
す
る
場

合
、国
や
県
の
補
助
は
見
込
め
ず
、

市
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で

約
４
千
万
円
の
負
担
と
な
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
の
保
険
料
値
上
げ
な

ど
は
困
難
な
状
況
で
、
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
が
、
平
成
20
年
度

か
ら
毎
年
２
億
円
を
繰
り
入
れ
て

い
る
中
、
更
な
る
増
額
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
の
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
低
所
得
者
層
の
増
加
等

を
踏
ま
え
、
他
市
の
取
り
組
み
状

況
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

環
境
清
美
工
場
敷
地
内
の

ご
み
野
積
み
と
悪
臭
の
原
因

政
翔
会　

三
浦　

敎
次

問　

環
境
清
美
工
場
敷
地
内
で
の

ご
み
の
野
積
み
の
原
因
と
そ
の
処

理
は
。
ま
た
、
悪
臭
の
原
因
は
。

答　

節
電
を
兼
ね
て
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
６
週
間
、
焼
却
炉
１

炉
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施
し

た
こ
と
で
焼
却
量
が
減
少
し
、
可

燃
ご
み
ピ
ッ
ト
（
一
時
貯
留
槽
）

が
満
杯
と
な
っ
た
。
や
む
な
く
８

月
第
３
週
の
木
・
金
曜
日
の
不
燃

ご
み
と
一
部
大
型
ご
み
を
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
に
仮
置
き
し
て
い
る
。

こ
の
仮
置
き
し
て
い
る
不
燃
ご
み

に
つ
い
て
は
、
９
月
中
に
は
す
べ

て
処
理
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
悪
臭
の
原
因
は
、
仮
置

き
し
て
い
る
不
燃
ご
み
で
は
な
く
、

ピ
ッ
ト
内
の
可
燃
ご
み
の
に
お
い

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
市
債
残
高
の
増
加

縮
減
へ
の
取
り
組
み
は

民
主
党　

樽
谷　

佳
男

問　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算

は
黒
字
と
な
り
、
そ
の
努
力
を
評

価
す
る
が
、
市
債
残
高
は
わ
ず
か

に
増
加
し
て
い
る
。
縮
減
に
ど
う

臨
む
の
か
。

答　

予
算
編
成
時
か
ら
事
業
を
精

査
し
、
特
に
建
設
地
方
債
発
行
抑

制
に
努
め
、
46
億
９
３
９
万
９
千

円
の
減
少
を
図
っ
た
が
、
国
の
地

方
財
政
対
策
に
よ
り
臨
時
財
政
対

策
債
残
高
が
48
億
８
０
７
６
万
１

千
円
増
加
し
、
22
年
度
末
か
ら
２

億
８
０
７
７
万
６
千
円
増
加
し
た
。

　

24
年
度
市
債
残
高
は
、
土
地
開

発
公
社
等
の
清
算
に
伴
う
第
三
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
発
行
で
い

っ
た
ん
増
加
す
る
が
、
保
有
土
地

の
処
分
や
行
財
政
改
革
の
推
進
に

よ
る
償
還
財
源
の
確
保
を
図
り
、

償
還
額
と
借
入
額
の
バ
ラ
ン
ス
に

留
意
し
て
縮
減
に
取
り
組
み
た
い
。

仮置きごみが山積み（環境清美工場）

バンビーホームでの楽しいお誕生日会

保 険 証

償還額
借入額
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介
護
等
が
必
要
な
人
に
も

優
し
い
観
光
都
市
に

政
友
会　

横
井　

雄
一

問　

介
護
・
介
助
が
必
要
な
人
と

そ
の
家
族
が
安
心
し
て
奈
良
に
来

て
も
ら
え
る
体
制
を
作
る
こ
と
が
、

観
光
都
市
と
し
て
他
都
市
に
打
ち

勝
つ
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

介
護
・
介
助
が
必
要
な
人
と

そ
の
家
族
が
滞
在
し
や
す
い
と
い

う
体
制
を
、
い
ち
早
く
確
立
す
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
、
世
界
の
観
光

都
市
間
で
の
競
争
に
お
い
て
優
位

性
を
持
ち
、
世
界
に
誇
れ
る
観
光

都
市
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　

現
在
推
進
し
て
い
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
観
光
客

に
と
っ
て
も
優
し
い
も
の
と
な
り
、

市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ー
ド
面

の
整
備
に
合
わ
せ
、
人
材
の
育
成

も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
予
算
編
成

取
り
組
み
の
方
向
性
は

無
所
属　

中
西
吉
日
出

問　

平
成
25
年
７
月
に
は
市
長
選

挙
が
あ
り
、
25
年
度
予
算
は
、
市

民
の
負
託
を
受
け
た
新
市
長
の
考

え
に
よ
る
政
策
が
進
め
ら
れ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
予
算
編
成

に
取
り
組
む
の
か
。

答　

25
年
度
の
予
算
編
成
は
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

な
く
、
市
政
運
営
が
停
滞
し
な
い

よ
う
十
分
に
配
慮
し
た
年
間
予
算

の
編
成
に
取
り
組
み
た
い
。

　

新
た
な
政
策
予
算
の
立
案
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
政
策
を
ベ
ー
ス
に
中
長
期
的

な
施
策
の
実
現
に
向
け
て
既
に
準

備
等
を
進
め
て
い
る
も
の
や
、
年

度
当
初
か
ら
取
り
組
み
が
必
要
と

な
る
も
の
な
ど
、
市
民
生
活
に
直

接
か
か
わ
る
施
策
や
市
民
の
皆
様

が
真
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
施
策

を
中
心
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

頻
発
す
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨

八
条
五
丁
目
の
浸
水
対
策

公
明
党　

山
中　

益
敏

問　

近
年
、豪
雨
災
害
が
多
発
し
、

市
で
も
平
成
24
年
８
月
と
９
月
で

３
回
の
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

発
生
し
た
。
八
条
五
丁
目
の
床
下

浸
水
の
原
因
と
対
策
は
。

答　

八
条
五
丁
目
地
内
で
は
、
大

門
川
下
流
の
未
整
備
区
間
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
、

宅
地
か
ら
の
バ
イ
パ
ス
管
の
敷
設

な
ど
、
浸
水
対
策
に
努
め
て
き
た
。

今
回
の
浸
水
被
害
は
、
短
時
間
で

大
門
川
の
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
、

住
宅
地
の
道
路
側
溝
や
水
路
等
に

雨
水
が
流
れ
込
ん
で
発
生
し
た
。

　

被
害
軽
減
の
た
め
、
菰
川
の
取

水
ゲ
ー
ト
を
改
修
し
て
自
動
巻
き

上
げ
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
、
ま
た
、

浸
水
時
の
排
水
方
法
を
関
係
機
関

と
協
議
し
て
、
住
宅
地
へ
の
効
果

的
な
浸
水
対
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

難
聴
児
に
補
聴
器
を

助
成
制
度
へ
の
取
り
組
み
は

日
本
共
産
党　

山
口　

裕
司

問　

身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
な
い
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費

等
へ
の
助
成
制
度
が
全
国
の
自
治

体
で
広
が
っ
て
い
る
。

　

市
の
考
え
方
と
取
り
組
み
は
。

答　

聴
覚
障
が
い
児
の
言
葉
の
獲

得
に
は
、
早
期
診
断
と
早
期
療
育

が
大
変
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

県
の
市
町
村
障
害
保
健
福
祉
主

管
課
長
会
議
に
お
い
て
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
の
軽
度
・
中
等
度
難

聴
児
へ
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
公

的
助
成
実
施
に
向
け
、
県
と
市
町

村
が
連
携
し
な
が
ら
具
体
的
な
制

度
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
市
と
し
て
も
制

度
を
十
分
検
討
し
、
実
施
に
向
け

努
力
し
て
い
き
た
い
。

効
果
的
な
待
機
児
童
解
消
を

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

無
所
属　

吉
川　

等
子

問　

効
果
的
な
待
機
児
童
解
消
策

や
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
、
子
育
て

支
援
に
対
応
す
る
た
め
、
市
立
幼

稚
園
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も

園
へ
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

答　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
保
護
者

の
就
労
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず

利
用
で
き
、
よ
り
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
や
す
い
。

　

そ
こ
で
、
市
立
幼
稚
園
・
保
育

所
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３

法
（
※
）
で
示
さ
れ
た
新
た
な
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
再
編

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
、
現
在
、

基
本
計
画
案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
終
了
次

第
、
速
や
か
に
幼
保
再
編
の
基
本

計
画
と
実
施
計
画
を
策
定
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

※
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
・・・

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、

　

地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の

　

３
つ
の
法
律
。

ご
み
収
集
の
特
勤
手
当
削
減

コ
ス
ト
削
減
と
業
務
維
持
を

無
所
属　

天
野　

秀
治

問　

市
環
境
部
の
特
殊
勤
務
手
当

を
２
段
階
で
削
減
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た

め
の
計
画
や
業
務
体
制
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
後
の
業
務
が
正

常
に
運
営
さ
れ
る
か
市
長
は
約
束

で
き
る
の
か
。

答　

平
成
24
年
10
月
以
降
も
遅
滞

な
く
ご
み
収
集
業
務
を
行
う
こ
と

は
当
然
必
要
で
あ
り
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
守

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
25
年
４
月
、
特
殊
勤
務

手
当
の
見
直
し
と
合
わ
せ
、
業
務

の
平
準
化
を
行
う
体
制
を
現
在
策

定
し
て
い
る
。

　

現
行
の
体
制
よ
り
、
コ
ス
ト
面

で
も
サ
ー
ビ
ス
面
で
も
よ
り
良
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

大門川への手動式取水ゲート（大安寺町）

燃やせるごみ
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こ
れ
ま
で
、
当
初
予
算
と
決
算

に
関
連
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
・
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
審
査
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
平
成
24
年
６
月
定
例
会
で

市
議
会
委
員
会
条
例
を
一
部
改
正

し
、
予
算
と
決
算
を
所
管
し
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
常
任

委
員
会
と
し
て
予
算
決
算
委
員
会

を
設
置
し
、
今
回
初
め
て
23
年
度

の
各
会
計
決
算
や
24
年
度
の
補
正

予
算
等
の
案
件
の
審
査
を
付
託
し

ま
し
た
。

　

予
算
決
算
委
員
会
は
、
５
常
任

委
員
会
に
対
応
す
る
分
科
会
を
設

け
、
９
月
４
日
、
12
日
、
14
日
、

18
日
、
19
日
、
20
日
、
21
日
及
び

25
日
の
８
日
間
開
催
し
、
審
査
し

た
結
果
、
各
会
計
決
算
は
認
定
す

べ
き
も
の
と
、
そ
の
他
関
連
議
案

等
に
つ
い
て
は
可
決
ま
た
は
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

以
下
は
各
分
科
会
に
お
け
る
質

疑
の
主
な
項
目
で
す
。

厚
生
消
防
分
科
会

・
介
護
予
防
事
業

・
消
防
職
の
特
殊
勤
務
手
当
改
正

に
伴
う
基
本
給
の
見
直
し

・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
制
度

・
介
護
保
険
料
の
減
免

・
市
立
保
育
所
の
耐
震
化

・
市
立
保
育
所
の
職
員
構
成

・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

・
生
活
保
護
の
今
後
の
方
向

市
民
環
境
分
科
会

・
新
火
葬
場
移
転
建
設
候
補
地

・
市
立
奈
良
病
院
の
平
成
23
年
度

の
外
来
診
療
件
数

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

・
病
院
運
営
へ
の
交
付
税

・
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
環
境

部
の
交
渉
経
過
と
今
後

・
環
境
部
の
特
殊
勤
務
手
当
改
正

・
市
民
課
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

・
利
用
料
金
制
導
入
に
よ
る
患
者

未
収
金
の
対
応

・
環
境
清
美
工
場
の
老
朽
化

・
市
民
課
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

建
設
分
科
会

・
既
設
橋
梁
の
維
持
管
理

・
既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改

修
工
事
の
実
績
と
今
後

・
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
前
西
側
周
辺
の
街

づ
く
り

・
市
営
住
宅
家
賃
の
債
権
回
収
業

務
委
託

・
道
路
の
陥
没
に
伴
う
損
害
賠
償

事
案

・
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
東
口
駅
前
広
場
の

 

整
備
計
画
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

 

ー
ル

・
下
水
道
事
業
の
財
政
面
に
お
け

　

こ
の
議
会
で
は
、
平
成
23
年

度
の
市
各
会
計
（
一
般
会
計
、

12
特
別
会
計
及
び
２
公
営
企
業

会
計
）
決
算
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。  

　

一
般
会
計
で
は
、
実
質
収
支

額
で
６
億
９
４
６
２
万
１
千
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
の
減

少
や
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
依
然
厳
し
い
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
特
別
会
計
の
う
ち

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別

会
計
が
引
き
続
き
赤
字
決
算
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
公
営
企
業
会
計
で
は
、
病

院
事
業
会
計
が
収
益
的
収
支
で

純
損
失
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

平成23年度

決算の状況
実質収支額は黒字も
　　　依然厳しい財政状況

　　　　区分
会計別　　　　 歳入決算額 歳出決算額 形式収支額 翌年度に繰り

越すべき財源 実質収支額

一般会計 122,748,698 121,957,562 791,136 96,515 694,621

特別会計 72,686,158 72,748,002 △ 61,844 4,537 △ 66,381

合　　計 195,434,856 194,705,564 729,292 101,052 628,240

予 算 決 算 委 員 会

一般会計・特別会計 （単位：千円）

　　　　区分
会計別　　　　

収益的収支
差引額

資本的収支
差引額

収入額 支出額 収入額 支出額

病院事業会計 7,175,962 7,210,694 △ 34,731 1,266,931 683,535 583,396

水道事業会計 8,117,614 7,593,585 524,029 2,609,298 5,534,879 △ 2,925,581

公 営 企 業 会 計 （単位：千円）
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る
対
策

・
駐
車
場
公
社
開
設
時
の
需
要
予

測
と
立
体
駐
車
場
撤
去
の
理
由

・
市
街
化
区
域
に
編
入
予
定
の
小

規
模
開
発
に
対
す
る
治
水
対
策

・
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
今
後
の
維
持

管
理

総
務
分
科
会

・
未
利
用
土
地
及
び
建
物
全
体
の

売
却
や
利
活
用

・
25
年
度
の
収
支
不
足
額
と
今
後

の
民
間
委
託
拡
大

・
23
年
度
一
般
会
計
決
算
の
黒
字

要
因

・
給
与
制
度
及
び
特
殊
勤
務
手
当

・
地
元
公
共
事
業
基
金
及
び
地
域

振
興
基
金

・
未
収
貸
付
金
回
収
業
務
委
託

観
光
文
教
水
道
分
科
会

・
学
校
園
の
施
設
整
備
事
業

・
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
促
進

・
学
校
用
務
員
の
民
間
委
託

・
中
学
校
給
食

・
ア
ジ
ア
太
平
洋
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
誘
致

・
校
舎
の
転
落
防
止
対
策

・
若
者
の
雇
用
支
援
対
策

・
青
和
幼
稚
園
の
整
備

・
消
費
者
保
護
の
施
策

・
水
道
財
政
の
現
状
と
今
後
の
リ

ス
ク
管
理

議 会 の 情 報

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
結
果
ま
と
ま
る

　

２
１
３
７
人
に
上
る
回
答
を
い
た

だ
い
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の

議
会
基
本
条
例
策
定
及
び
議
会
改
革

の
検
討
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

❖❖❖
一
部
抜
粋
❖❖❖

設問４．市議会に関心がありますか。

　

　「関心がある」39％と「少し関心がある」34％を合わせると、全体の７割
が市議会に関心を持っている状況にあります。
　「まったく関心がない」は全体の４％でした。

設問５．議会だよりについてお聞かせください。
　

　「興味のある記事は読む」が５７％で最も多く、次いで「全部読んでいる」
２３％、両方を合わせると８割が何らかの形で関心を持って議会だよりを読
まれています。

設問４－１．「関心がある」「少し関心がある」とお答えいただいた方へ。
　　　　　　市議会の情報をどのように入手されていますか。（複数回答可）
　

　「議会だよりを読んでいる」が最も多く、全体の６割を超えました。次い
で「議員から聞いている」３３３件、「ホームページを見ている」１９６件
の順となっており、「議会・委員会を傍聴している」は、全体の３％でした。

回答数（件）

①議会だよりを読んでいる 1,281 

②議会・委員会を傍聴している 54 

③議員から聞いている 333 

④市役所職員から聞いている 81 

⑤ホームページを見ている 196 

⑥その他（ 　　　　　） 152 

合　　　　計 2,097

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

①

②

③

④

⑤

⑥

回答数（人） 率（%）

①関心がある 827 39

②少し関心がある 726 34

③あまり関心がない 473 23

④まったく関心がない 89 4 

合　　　　計 2,115 100 

①関心がある

39％

②少し関心がある

34％

③あまり関心がない

23％

④まったく関心がない　4％

回答数（人） 率（%）

①全部読んでいる 481 23

②興味のある記事は読む 1,185 57

③読んでいない 291 14
④発刊されていることも
　知らない 130 6 

合　　　　計 2,087 100 

①全部読んでいる

23％

②興味のある記事は読む

57％

③読んでいない

14％

④発刊されていることも知らない　6％

委
員
の
辞
任
・
就
任

辞
任

　

○
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員

　
　

藤
本　

孝
幸
議
員
（
民
主
党
）

就
任

　

○
議
会
制
度
検
討
特
別
委
員

　
　

階
戸　

幸
一
議
員
（
民
主
党
）

　
　

中
西
吉
日
出
議
員
（
無
所
属
）

会

派

の

異

動

　

去
る
８
月
22
日
、
日
本
共
産
党
市

会
議
員
団
所
属
の
吉
川
議
員
の
退
会

届
が
提
出
さ
れ
、
吉
川
議
員
が
無
所

属
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
派
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

　

公
明
党
市
議
会
議
員
団
７
人
、
政

翔
会
６
人
、
日
本
共
産
党
市
会
議
員

団
６
人
、民
主
党
奈
良
市
議
会
６
人
、

政
友
会
５
人
、
無
所
属
８
人

議

会

制

度

検

討

特
別
委
員
会
中
間
報
告

　

９
月
４
日
の
本
会
議
で
議
会
制
度

検
討
特
別
委
員
長
か
ら
中
間
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
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議案等の審議結果とその賛否

会 　 派 　 名 　 等 議員数 所　　　属　　　議　　　員　　　名

公明党奈良市議会議員団 ７ 山中　益敏　　宮池　　明　　伊藤　　剛　　森岡　弘之　　高杉美根子　　大橋　雪子　　高橋　克己

政 　 　 翔 　 　 会 ６ 浅川　　仁　　大坪　宏通　　植村　佳史　　三浦　敎次　　森田　一成　　池田　慎久

日本共産党奈良市会議員団 ６ 北村　拓哉　　山本　直子　　井上　昌弘　　松岡　克彦　　山口　裕司　　西本　守直

民 主 党 奈 良 市 議 会 ６ 松村　和夫　　階戸　幸一　　樽谷　佳男　　内藤　智司　　藤本　孝幸　　山口　　誠

政 　 　 友 　 　 会 ５ 上原　　雋　　東久保耕也　　横井　雄一　　北　　良晃　　土田　敏朗

件　　　　　　名

採　

決　

結　

果

会派名（一部略称） 無　　所　　属

公　

明　

党

政　

翔　

会

日
本
共
産
党

民　

主　

党

政　

友　

会

天
野　

秀
治

酒
井　

孝
江

吉
川　

等
子

中
西
吉
日
出

松
田　

末
作

岡
田
佐
代
子

松
石　

聖
一

矢
追　

勇
夫

��　◆�議　　案

決　

算

平成 23 年度一般会計決算 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 23 年度下水道事業費特別会計決算　外 10 特別会計決算 認定 ○

平成 23 年度国民健康保険特別会計決算 認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 23 年度病院事業会計決算・水道事業会計決算 認定 ○

予　

算

平成 24 年度一般会計補正予算 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成 24 年度国民健康保険特別会計補正予算・介護保険特別会
計補正予算 可決 ○

条　

例

市防災会議条例の一部改正 可決 ○
市常勤の監査委員及び水道事業の管理者の退職手当の特例に
関する条例の制定 可決 ○

市手数料条例の一部改正 可決 ○

市災害対策本部条例の一部改正 可決 ○

市観光センター条例の廃止 可決 ○

市地区計画形態意匠条例の一部改正 可決 ○
市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一
部改正 可決 ○

市農業集落排水処理施設条例の一部改正 可決 ○

市火災予防条例の一部改正 可決 ○

市病院事業の設置等に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

そ
の
他

市長専決処分の報告及び承認（平成 24 年度一般会計補正予算） 承認 ○

平成 23 年度市水道事業会計未処分利益剰余金の処分 可決 ○

市土地開発公社の解散 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

第三セクター等改革推進債の起債に係る許可の申請 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

財産の取得（消防ポンプ自動車） 同意 ○
工事請負契約の締結（三条線街路改良及び公共下水道築造工
事） 同意 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結　2 件 同意 ○

委託契約の締結（中登美ヶ丘鹿畑線の鉄道交差部に係る工事） 同意 ○

和解及び損害賠償の額の決定　2 件 可決 ○

町の区域及び名称の変更（中登美ケ丘五・六丁目） 可決 ○

町の区域の変更（法蓮佐保山四丁目・般若寺町） 可決 ○

訴えの提起（市税延滞金着服事件未納分） 可決 ○
人
事
案
件

人権擁護委員の候補者の推薦（須藤　幸治氏、德田　健氏、
上ノ本　泰子氏） 同意 ○

　◆動　　議
防災・減災のための社会基盤再構築を求める意見書 可決 ○

再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書 可決 ○

地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 ○
「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化
等を求める意見書 可決 ○

※議長は採決に加わりません。
※詳しくは市議会ホームページをご覧いただくか、事務局（TEL34-4790・FAX35-3022）までお問い合わせください。

（会派所属議員名）

○：賛成　×：反対


